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開館時間:�10:00〜18:00�(⼊館は17:30まで)
休��館��⽇:�⽉曜⽇ ※5/4(⽉･祝)は開館いたします。
会  場:�第1展⽰室、第2展⽰室、第3展⽰室
観��覧��料:�⼀般�600円、65歳以上�300円(要証明）
   ������⾼校⽣以下、障がい者⼿帳等をお持ちの⽅とその同伴者
������������������1名は無料
   �������※さくらぴあ倶楽部、ちゅーピーくらぶ、ウッドワン美術館の会員証
�������������������をお持ちの⽅は100円割引(ご本⼈様のみ)

＼オープニング
イベント／

3名の陶芸作家によるギャラリートーク　
4/29(祝･水)10:00-

手捻りで作る萩焼体験　
5/10(日)14:00-
　講師:坂倉
善右衛門
氏

＼ワークショ
ップ／
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―同時開催―

⽇本陶芸美術協会 選抜展
会期:5⽉7⽇(⽊)〜13⽇(⽔)
会場:福屋⼋丁堀本店�7階美術画廊

主催:(⼀社)⽇本陶芸美術協会、(公財)廿⽇市市芸術⽂化振興事業団、中国新聞社
協賛:株式会社�⾕中⽥美術、株式会社�福屋
後援:⽂化庁、廿⽇市市、廿⽇市市教育委員会

2026
⽔･祝4.29

⽇5.24▶



坂倉 
善右衛門

坂倉善右衛門窯

十代
さかくら　ぜんえもん

略歴

1969年　山口県長門市生まれ
1994年　神戸芸術工科大学
工業デザイン学部
卒業
1996年　多治見市陶磁器意匠研究所
修了
2002年　陶芸財団抹茶茶碗展大賞
2004年　西部工芸展入選
以後4回選出
2006年　十代坂倉善右衛門
襲名
2009年　「山口伝統工芸展」朝日新聞奨励賞
以後2回受賞
2013年　「陶美展」入選
以後4回選出
　　　


「萩の陶芸家たち展」審査員特別賞
2014年　萩大賞展
審査員特別賞
2015年　長三賞常滑陶芸展入選
2017年　日本伝統工芸展入選
以後5回選出
2020年　山口伝統工芸展
朝日新聞社賞
2021年　山口伝統工芸展
支部長賞
2022年　日本工芸会正会員
2024年　備前・現代陶芸ビエンナーレ入選
　　　


「陶美展」大賞（日本陶芸美術協会賞）

茶盌
伊勢崎　淳

重要無形文化財保持者

Q i l i n 
 J u d g e
西村　芳弘

広島在住作家

釉裏金彩花唐草文花瓶
𠮷田　美統

重要無形文化財保持者

特別賞（ギャラリー山咲木賞）
銀彩扁壺－KA T AN A

西本　直文
広島在住作家

ー現代作家の美の共演ー

in
はつかいち

手捻りで作る萩焼体験
日　時：5/10(日)14:00-15:30　
会　場：ウッドワンさくらぴあ会議室(1F)
講　師：坂倉
善右衛門
氏
参加費：3,000円
対　象：一般(小学生以上)
　　　　



※未就学児は保護者同伴に限りご参加いただけます。

定　員：10名
申　込：はつかいち美術ギャラリー
　　　　にお電話でお申込みください。

＼ワークシ
ョップ／

＊会期中、2/14にプレイベントとして実施した「陶芸ワークショップ」で参加者が制作した作品を館内に展示します。

展示室で作品を鑑賞しながら、3名の陶芸
作家による作品解説をお楽しみください。

＼オープニ
ングイベン

ト／

ギャラリートーク
日　時：4/29(祝･水)10:00-
会　場：はつかいち美術ギャラリー
　　

　
展示室
講　師：清水
一二
氏
　　　　西本
直文
氏
　　　　西村
芳弘
氏
参加費：無料
　　　　

申　込：不要

日本陶芸美術協会
選抜展
―同時開催―

会　　期：5月7日(木)～13日(水)
営業時間：10：30～19：30
　　　


　
（最終日16：00まで）
会　　場：福屋八丁堀本店
7階美術画廊
問合せ先：TEL.082-246-6367

第13回陶美展inはつかいち開催期間中、
日本陶芸美術協会
選抜展を同時開催して
います。

　日本陶芸美術協会は、故十四代酒井田柿右衛門氏の呼びかけにより全国各地で活躍する陶芸作家が集結し2012年
に設立されました。2025年からは一般社団法人の認可を受け、一般社団法人日本陶芸美術協会としてさらなる飛躍
を目指し邁進しています。活動の中心をなすのは陶芸に特化した公募展「陶美展」で、先人の陶芸作家が培ってき
た技法や表現を敬意をもって受け継ぐとともに、新たな陶表現の道を切り開く場となっています。
　本展覧会では会で活動する重要無形文化財保持者(人間国宝)をはじめ、審査員長でもある宮田亮平氏、地元作家
の作品など、第13回陶美展（応募総数194点）の入選作品から選抜した多様な作品を一堂に展観いたします。「継
承」から「創造」へ次代の陶芸界の発展を標榜する会の理念のもとで制作を続ける現代作家たち。彼らが生み出す
既存の枠を超えた、まさに『無差別級』の陶芸が織りなす豊かな表現と美の共演をお楽しみください。

(TEL.0829-20-0222)※入場券はご購入していただく必要が
　あります。


